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れんけいれんけい とと支援支援
地域医療支援病院 富山市民病院

　神経内科では、脳、脊髄、脊椎、末梢神経、筋肉の疾患の診断、治療を専門的に行っています。具
体的な疾患としては、脳卒中、てんかん、髄膜脳炎、ギラン・バレー症候群といった神経救急疾患の
みならず、認知症、パーキンソン病、筋萎縮性側索硬化症などの変性疾患、多発性硬化症といった免
疫性神経疾患、頭痛、めまい、しびれなどの一般的な疾患まで、幅広い領域にわたる診療を行っています。
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Face to Face, Heart to Heart

地域の医療・保健・介護・福祉の方とともに、皆様の健康をお守りします。
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　小児救急看護認定看護師は、子どもと家族の権利を守り、「子どもの最善の利益」を考慮した看護を提供し、子
どもと家族の健やかな成長発達を支援する役割を担っています。
　現在、認定看護師として３つのことに力を入れて院内外で活動しています。１つは、子どもと家族のセルフケア
能力を高めるための支援です。入院中の子どもと家族とのかかわりや、ふれあい健康講座、出前講座を通して、発
熱やけいれんなどの症状に対するホームケアや心肺蘇生法の指導を行っています。また、子ども虐待の予防や早期
発見・支援も大切な役割の１つです。当院では育児不安を抱える親子や子ども虐待が疑われる親子に対し、地域と
連携して支援しています。昨年度からは「院内子ども虐待対応チーム」の一員として活動を始め、支援に取り組ん
でいます。３つ目は子どもの障害予防です。子どもの不慮の事故は、１歳以上の子どもの死因の上位を占めていま
す。大切な子どもの命が事故で奪われることの無いように、子どもの障害予防に必要な知識の普及に努めていきます。
　今後も関係機関と連携し、子どもと家族の支援に全力を尽くしたいと考えています。今後ともよろしくお願いいたします。

「れんけいと支援」に関するお問い合わせは、ふれあい地域医療センターまでご連絡ください。
送付を希望されない方はお申し出ください。
TEL  076（422）1114 ／ FAX  076（422）1154
メールアドレス fureairenkei@tch.toyama.toyama.jp

ホームページ http://www.tch.toyama.toyama.jp/　がん・なんでも相談室：メールアドレス shien@tch.toyama.toyama.jp
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編集後記 　今春、“総曲輪レガートスクエア” がオープンしました。私事ですが、その昔、様々な部局の市職員が集
まり、まちづくりの政策提案研修で、総曲輪小学校跡地の活用案を発表しました。事務職、土木などの技

術職や消防士、そして福祉職の私…。言葉の捉え方や考え方の違いに戸惑いながら、話し合った日々を懐かしく思い出します。
今思えば“チーム医療”や“地域連携”にも通じる、専門性や立場を超えて協同する大変さと素晴らしさを初めて知った経験
のようにも感じています。
　時を経て、市の地域包括ケア拠点と民間の専門学校などの複合施設として、多くの人をつなぐ場として、生まれ変わった総
曲輪小学校跡地。私もチームの力を大切に、多職種をつないでいきたいと思います。  （ふれあい地域医療センター　仙石　佳代）

　救急外来では、超急性期脳梗塞に対する血栓溶解療法、また脳神経外科と協力して血栓
回収療法を行っています。
　外来診療では、診療の待ち時間にできる認知症スクリーニングシートを活用し、認知症
の早期発見につとめており、脳ドーパミントランスポーターシンチグラフィー、ＭＩＢＧ
心筋シンチグラフィー、脳血流シンチグラフィーといった各種シンチグラフィーを導入し、
変性疾患の診療に役立てています。
　入院診療では、内服薬や自己注射による、多発性硬化症に対する再発予防治療の導入を
行っています。

《メンバー》
　今年4月から、林　茂神経内科部長、多田　康剛医師の2人体制で診療を行っています。

Brand-new topicブランニュー  トピック

小児救急看護認定看護師　竹内　宏至

　急性心筋梗塞や急性心不全などの緊急患者に遅滞な
く対応するため、5月15日から循環器（胸痛）ホットラ
インを開設いたしました。右記のような症状の患者の
連絡を専用の電話で直接循環器内科医師が受け、その
後の対応も循環器内科医がおこないます。

❶ 20分以上改善しない持続する胸痛
❷ 冷汗や顔面蒼白などの症状を呈する胸痛
❸ ショックや循環不全を合併した胸痛
❹ 心電図上心筋梗塞を疑わせる波形が観察される
❺ 既往歴がある（狭心症：ニトロ製剤服用、心筋梗塞など）

■ 電話番号：080-5859-5620
■ 開設期間：月曜日～金曜日（休日は除く）午前８時30分から～午後4時30分まで （循環器内科部長　清川　裕明）

６

　胸痛ホットライン 開設のご案内

子どもたちの笑顔を守れ！

左から 林部長、多田医師、疋島臨床研修医、田邊医師実習生
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　第123回地域連携・開放型病床症例検討会（2017年
５月９日（火）19時～於講堂）について報告いたします。
以下の３演題に対して活発な質問・討論が行われました。

１．ミニレクチャー 「眼科における時間外救急疾患に
　ついて」（演者：眼科　山田芳博）
　眼科救急受診疾患を部位別に、「前眼部」、「眼周囲」
「眼底・後眼部・頭蓋内」に分け、トリアージを含め
どう診断・対処するか示され、特に注意すべき緊急性
の高い、「開放性眼損傷」、「化学（特にアルカリ）外傷、
熱傷」、「網膜動脈閉塞症」、「視神経疾患、頭蓋内疾患
からきたす眼症状」について、またよく遭遇する疾患
について、症例のスライドを提示し説明された。よく
経験される急性緑内障発作に関し、頭痛や嘔気を訴え
るも原因がわからない場合は疑ってみるべきであるこ
と、抗コリン薬（風邪薬、抗うつ薬、前立腺肥大症薬
など）で誘発されることも多いため内服薬には注意を
払うべきであることが述べられた。眼科診察は拡大視
して診断する場合が多いが、主訴や病歴を十分問診し
ておくことが診断にとって非常に有用となる。

２．症例検討１．「顔面神経麻痺に対する局所麻酔下
　での静的再建術の症例」（紹介医：耳鼻咽喉科あざみ
　野医院　田中裕之先生　演者：形成外科　宮下松樹）
　顔面神経麻痺が来院した場合、耳鼻科で鑑別疾患の
検索が行われ、よく見られる急性期におけるBell麻痺
やRamsay Hunt症候群は先ずステロイドと抗ウイル
ス薬を主体として治療される。しかし、麻痺が不可逆
性と判断された場合には、外科的療法（再建術）の適
応となる。①動的再建術、②静的再建術があり、①は閉
眼機能や笑うなどの表情を再現する手術、②は安静時
の左右対称を得るための固定手術である。②は動的再
建が難しい症例に対して行なわれるが、表情は変化で
きず、安静時の固定を行うものである。眉毛部、眼瞼
周囲、口角・鼻唇溝、下口唇再建などがあり、当院で
の治療例を提示し概説された。

３．症例検討２．「Upside down stomachを伴った食
　道裂孔ヘルニアに対し腹腔鏡下手術を施行した１例」
（紹介医：宮本内科外科胃腸科クリニック　宮本直樹
　先生、消化器外科　佐々木省三）
　高齢者では食道裂孔ヘルニアがよくみられるが、逆
流性食道炎から経口摂取困難となりＡＤＬ低下に直結す
る場合もある。胃が軸捻転し縦隔に高度脱出したもの
はUpside down stomachといわれ、女性に多く、60
例の報告があるが、捻転軸により長軸性（噴門－幽門軸）
と短軸性（小弯－大弯軸）とに分類される。治療は手
術が第一選択で、近年は低侵襲な腹腔鏡での手術報告
が増加している。今回の症例は65歳女性で、主訴は嘔
吐・経口摂取困難である。手術は５ポートで、①ヘルニ
アsac剥離、②食道裂孔再建、③噴門形成の手順で行わ
れたが、先ず①のため腹膜と横隔食道膜との間の層で
剥離を進め、②は裂孔縫合は吸収性有棘連続縫合糸（Ｖ
－LOC®）、さらにバード社製ベントラライトＳＴメッシュ
でヘルニア門を３cmに形成、③はDor法を行った。

　術後、愁訴は消失した。手術ビデオを供覧されたが、
非常に綺麗な手術であった。

　「地域連携・開放型病床症例検討会」は、当院医師、
かかりつけ医の先生方との有効な情報交換の場である
とともに、我々にとっても専門医より最新の知識やト
ピックスを効率的に得ることのできる場でもありま
す。皆様からの「要望・リクエスト」を拝聴し、明日
の診療からすぐに役に立つ、即効性のある勉強会にし
ていこうと考えておりますので、ご支援のほど宜しく
お願い申し上げます。　　　（文責：外科　北川裕久）

の地域連携・開放型病床症例検討会報告5月

平成29年度　富山市民病院 地域連携の会のご案内
　先月号でもご案内いたしましたとおり６月の地域連携・開放型病床症例検討会は「富山市民病院　地域連携の
会」として開催いたします。地域の先生方と当院の医師との意見交換を身近に行える一年に一度の機会として、
職員一同楽しみにしております。是非お越しいただきますようよろしくお願い申し上げます。
　なお、準備のため参加申込みが必要となりますのでよろしくお願いいたします。参加申込みに関しての問い合
わせは、ふれあい地域医療センター（TEL076－422－1112内線2989）へご連絡をお願いいたします。

平成29年6月27日（火）19：30～
6,000円

（１）講演会 

（２）懇親会 　

日 時日 時
会 費会 費
内 容内 容 ①精神科部長　長谷川　雄介「前頭側頭葉変性症と富山市認知症初期集中支援推進事業の紹介」

②耳鼻いんこう科・頭頸部外科部長　辻　亮「耳鼻咽喉科の新しい手術法と手術支援機器」 　

ＡＮＡクラウンプラザホテル富山　３階「鳳」　場 所場 所

ポート位置・術者位置
術者は脚間
助手は左側
カメラ助手は右側
① 12mm カメラポート
② ５mm ポート（術者左手）
③ ５mm ポート（助手）
④ 12mm ポート（術者右手）
⑤ ５mm 肝臓圧排鉤

カメラ
助手 助手

術者

①

②
⑤

④

③

予告予告

研修・講演・勉強会のご案内〈６月分〉
１. 地域連携の会　※申込みが必要です。くわしくは、２ページをご覧ください。

日時：６月27日（火）19：30～21：30
場所：ANAクラウンプラザホテル富山　３階「鳳」
１）講　演（１）演題「前頭側頭葉変性症と富山市認知症初期集中支援推進事業の紹介」精神科部長　長谷川　雄介
　　　　　（２）演題「耳鼻咽喉科の新しい手術法と手術支援機器」耳鼻いんこう科・頭頸部外科部長　辻　亮
２）懇親会

日時：平成29年7月11日（火）19：00～20：15
場所：当院３階　講堂
内容：①ミニレクチャー　（担当）呼吸器内科　
　　　②症例検討２例　　循環器内科・産婦人科

２. 内科ＣＰＣ
日時：６月13日（火）17：45～18：30
場所：集団指導室

３. 糖尿病研究会定例学習会
日時：６月８日（木）17：45～18：30
場所：１階　看護外来
●テーマ：糖尿病とは
●講　師：内分泌内科医師　家城　恭彦

４. 医療機器研修会
日時：６月27日（火）17：45～18：15
場所：３階　医局カンファレンス室
●テーマ：人工呼吸器の設定を知ろう!!
●講　師：臨床工学技士 
 

５. 緩和医療委員会学習会
日時：６月６日（火）17：45～19：15
場所：２階　地域医療研修センター
●テーマ：テレビ会議システムを利用した
　　　　　がん看護事例検討会

　 
６. 褥瘡対策学習会

日時：６月23日（金）17：45～
場所：集団指導室
●テーマ：褥瘡のリスクアセスメントと看護（仮）
●講　師：看護師　田谷　由美子

７. ＮＳＴ学習会
日時：６月26日（月）17：30～19：00
場所：講堂
●テーマ：①必要エネルギー量算出、患者・
　　　　　　家族への説明
　　　　　②消化器解剖生理
●講　師：①管理栄養士　
　　　　　②外科医師　藤村　隆

　　

８. 看護研修　
《新任看護職員研修》 ※今年度の申込は終了いたしました。
日時：６月７日（水）13：00～17：00
場所：講堂
●テーマ：救急蘇生法

《看護研究研修会》　　　
 （１）日時：６月23日（金）13：30～15：00
　　　　　　（講義とグループワーク）
 　　場所：講堂
　 　●テーマ：看護研究の査読と指導的役割
　　 ●目　的：看護研究促進とアドバイスができる 
　　

 （２）日時：６月25日（日）9：00～10：30　講義　
     　　　　　　　　　  10：40～12：00　研究アドバイス
　　　　　     　　　　  13：00～17：15　グループワーク
                                                         研究計画書アドバイス
　　 場所：講堂
　 　●テーマ：楽しくなる看護研究：データを読む力をつける!!
 　　●目　的：研究に必要なデータ収集・データ処理の仕方を
　　　　　　 　学ぶ計画書作成
　 　●持参するもの：ノートパソコン、延長コード

《衛星研修S-QUE Eナース》 ※申込みは不要です。　　
 （１）日時：６月14日（水）17：40～18：40
 　　場所：１階　看護外来
 　　●テーマ：バイタルサインとモニタリング
　 　　　　　　　　　　　　　　　～RRSのための管理のコツ
　　

 （２）日時：６月28日（水）17：30～18：30
　 　場所：１階　看護外来
　 　●テーマ：疾患分野別急変対応シリーズ　
　　　　　　　　　　　　　　　　～一般病棟での敗血症

《衛星研修S-QUE 特別企画》 ※申込みは不要です。
日時：６月９日（金）17：30～19：00
場所：１階　看護外来
●テーマ：病院環境フォーラム‘17　
　　　　　病院看護職のための診療報酬UP講座
　　　　　　　　　　　　　　　H29/5月～同時改定前の対策

作・病院ボランティア　篠崎佳子
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　小児救急看護認定看護師は、子どもと家族の権利を守り、「子どもの最善の利益」を考慮した看護を提供し、子
どもと家族の健やかな成長発達を支援する役割を担っています。
　現在、認定看護師として３つのことに力を入れて院内外で活動しています。１つは、子どもと家族のセルフケア
能力を高めるための支援です。入院中の子どもと家族とのかかわりや、ふれあい健康講座、出前講座を通して、発
熱やけいれんなどの症状に対するホームケアや心肺蘇生法の指導を行っています。また、子ども虐待の予防や早期
発見・支援も大切な役割の１つです。当院では育児不安を抱える親子や子ども虐待が疑われる親子に対し、地域と
連携して支援しています。昨年度からは「院内子ども虐待対応チーム」の一員として活動を始め、支援に取り組ん
でいます。３つ目は子どもの障害予防です。子どもの不慮の事故は、１歳以上の子どもの死因の上位を占めていま
す。大切な子どもの命が事故で奪われることの無いように、子どもの障害予防に必要な知識の普及に努めていきます。
　今後も関係機関と連携し、子どもと家族の支援に全力を尽くしたいと考えています。今後ともよろしくお願いいたします。

「れんけいと支援」に関するお問い合わせは、ふれあい地域医療センターまでご連絡ください。
送付を希望されない方はお申し出ください。
TEL  076（422）1114 ／ FAX  076（422）1154
メールアドレス fureairenkei@tch.toyama.toyama.jp

ホームページ http://www.tch.toyama.toyama.jp/　がん・なんでも相談室：メールアドレス shien@tch.toyama.toyama.jp

月の休診日
内科
寺崎 敏
家城
石浦
蓑内
上山本
水野
山田
外科・消化器外科・乳腺外科
泉
寺田
佐々木

呼吸器・血管外科　　
土岐
整形外科・関節再建外科　　
澤口
五嶋 
重本
岩井
中西
脳神経外科　 　　
塚田
緩和ケア内科
舩木
桶口

麻酔科　 　　　　
永川
高木
精神科　
長谷川
形成外科      
置塩
皮膚科　　　　
野村
眼科　　　       　  
山田

2日
26日
7日－9日、16日、30日
20日
16日
14日、23日
2日、8日、9日

8日
23日、29日、30日
20日

9日

2日、16日、23日
5日、6日、8日、22日
2日
13日、15日
21日

27日－29日

23日
23日

8日
9日

14日－16日

2日、29日、30日

2日

16日（午後）、23日（午後）

編集後記 　今春、“総曲輪レガートスクエア” がオープンしました。私事ですが、その昔、様々な部局の市職員が集
まり、まちづくりの政策提案研修で、総曲輪小学校跡地の活用案を発表しました。事務職、土木などの技

術職や消防士、そして福祉職の私…。言葉の捉え方や考え方の違いに戸惑いながら、話し合った日々を懐かしく思い出します。
今思えば“チーム医療”や“地域連携”にも通じる、専門性や立場を超えて協同する大変さと素晴らしさを初めて知った経験
のようにも感じています。
　時を経て、市の地域包括ケア拠点と民間の専門学校などの複合施設として、多くの人をつなぐ場として、生まれ変わった総
曲輪小学校跡地。私もチームの力を大切に、多職種をつないでいきたいと思います。  （ふれあい地域医療センター　仙石　佳代）

　救急外来では、超急性期脳梗塞に対する血栓溶解療法、また脳神経外科と協力して血栓
回収療法を行っています。
　外来診療では、診療の待ち時間にできる認知症スクリーニングシートを活用し、認知症
の早期発見につとめており、脳ドーパミントランスポーターシンチグラフィー、ＭＩＢＧ
心筋シンチグラフィー、脳血流シンチグラフィーといった各種シンチグラフィーを導入し、
変性疾患の診療に役立てています。
　入院診療では、内服薬や自己注射による、多発性硬化症に対する再発予防治療の導入を
行っています。

《メンバー》
　今年4月から、林　茂神経内科部長、多田　康剛医師の2人体制で診療を行っています。

Brand-new topicブランニュー  トピック

小児救急看護認定看護師　竹内　宏至

　急性心筋梗塞や急性心不全などの緊急患者に遅滞な
く対応するため、5月15日から循環器（胸痛）ホットラ
インを開設いたしました。右記のような症状の患者の
連絡を専用の電話で直接循環器内科医師が受け、その
後の対応も循環器内科医がおこないます。

❶ 20分以上改善しない持続する胸痛
❷ 冷汗や顔面蒼白などの症状を呈する胸痛
❸ ショックや循環不全を合併した胸痛
❹ 心電図上心筋梗塞を疑わせる波形が観察される
❺ 既往歴がある（狭心症：ニトロ製剤服用、心筋梗塞など）

■ 電話番号：080-5859-5620
■ 開設期間：月曜日～金曜日（休日は除く）午前８時30分から～午後4時30分まで （循環器内科部長　清川　裕明）

６

　胸痛ホットライン 開設のご案内

子どもたちの笑顔を守れ！

左から 林部長、多田医師、疋島臨床研修医、田邊医師実習生


